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Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
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第
九
期
活
動
報
告
会
お
よ
び
令
和
四

年
度
通
常
総
会
が
、
令
和
四
年
七
月
十
六
日
（
土
）

に
、
会
場
（
繊
協
ビ
ル
六
〇
一
号
室
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
福
井
県

内
外
か
ら
二
十
三
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

報
告
会
は
、
初
め
に
開
会
の
挨
拶
を
加
藤
哲
男
理
事

長
よ
り
頂
き
、『
交
通
分
科
会
』
、『
地
象
分
科
会
』
、『
道

路
交
通
安
全
分
科
会
』
の
順
に
活
動
報
告
・
講
評
が
行

わ
れ
、
最
後
に
川
上
洋
司
氏
に
よ
る
総
評
を
頂
戴
し
た
。 

活
動
報
告
会
に
続
き
、
令
和
四
年
度
通
常
総
会
が
行

わ
れ
、
議
長
と
し
て
橋
本
拓
己
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
事

署
名
人
と
し
て
梅
田
祐
一
氏
、
服
部
正
秀
氏
が
選
出
さ

れ
議
事
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
議
題
と
し
て
は
、
令

和
三
年
度
の
事
業
報
告
・
活
動
決
算
に
関
す
る
件
、
令

和
四
年
度
の
事
業
計
画
・
活
動
予
算
に
つ
い
て
、
役
員

の
改
選
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
原
案
通
り
議
決
し
総
会
を

閉
会
し
た
。 

第
十
期
役
員
（
敬
称
略
） 

(

任
期 

令
和
四
年
八
月
一
日
～
令
和
六
年
七
月
三
十
一
日) 

 

理 

事 

理
事
長
・
研
究
分
科
会 

加
藤 

哲
男 

名
古
屋
産
業
大
学
名
誉
教
授 

副
理
事
長
・
現
地
調
査 

宮
本 

好
昭 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

財
務
・
談
話
会 

 
 

 

酒
井 

俊
雄 

県
小
浜
土
木
事
務
所 

総
務
・
広
報 

 
 

 
 

川
本 

義
海 

福
井
大
学 

 

監 

事 
 

 
 

 
 

 

竹
内 

成
和 

 
 

幹 

事  

現
地
調
査 

 
 

 
 

 

木
村 

晃
規 

県
丹
南
土
木
事
務
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

脇
本 

幹
雄 

佐
幸
測
量
設
計 

談
話
会
・
講
演
会 

 
 

福 
 

秀
則 

県
鯖
江
丹
生
土
木
部 

広
報 

 
 

 
 

 
 

 

西
谷 

光
史 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

山
内 

崇
史 

県
福
井
土
木
事
務
所 

総
務 

 
 

 
 

 
 

 

田
辺 

 

毅 

永
平
寺
建
設
課 

財
務 

 
 

 
 

 
 

 

服
部 

正
秀 

県
都
市
計
画
課 
 

研
究
分
科
会
部
門
幹
事 

（
交
通
） 

 
 

 
 

 

浅
野 

周
平  

福
井
大
学 

（
地
象
） 

 
 

 
 

 

梅
田 

祐
一 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

（
水
） 

 
 

 
 

 
 

斉
藤 

重
人 

福
井
県
下
水
道
公
社 

（
県
境
道
路
） 

 
 

 

橋
本 

拓
己 

東
京
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ 

（
道
路
交
通
安
全
） 

 

嶋
田 

喜
昭 

大
同
大
学 

 
 

役
員
の
任
期
は
二
年
間 

（
令
和
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
）

 

第
九
期
（
通
算
第
四
二
期
）
決
算 

（
令
和
三
年
六
月
一
日
～
令
和
四
年
五
月
三
十
一
日
）

 

  第
十
期
（
通
算
第
四
十
三
期
）
予
算 

（
令
和
四
年
六
月
一
日
～
令
和
五
年
五
月
三
十
一
日
）

 

加藤理事長による挨拶 

第
九
期
活
動
報
告
会
・ 

令
和
四
年
度
通
常
総
会 

２号議案

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

694,000 ※正会員内訳

75,000 769,000 　第９期会費：６５名

2

0 ※賛助会員内訳

3 　第９期会費：３１名

0

4

0 0

5

24

0 24

769,024

Ⅱ

1

（１） 人件費

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 0

旅費交通費 28,400

印刷製本費 264,440

会議費 68,271

通信運搬費 46,330

消耗品費 29,446

その他経費　計 436,887

436,887

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 0

旅費交通費 0

会場使用料 0

通信運搬費 0

消耗品費 3,581

雑費 21,430

その他経費　計 25,011

25,011

461,898

307,126

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

307,126

2,812,111

3,119,237

事業収益

研修事業収益

賛助会員受取会費

受取寄附金

受取寄附金

受取助成金等

受取民間助成金

正会員受取会費

令和３年度　活動決算書（案）
令和3年6月1日から令和4年5月31日まで

科目 金額

経常収益

受取会費

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

管理費

雑収益

前期正味財産額

固定資産売却損

経常外費用　計

当期正味財産増減額

事業費

事業費　計

その他収益

受取利息

経常収益　計

経常費用

経常外費用

管理費　計

経常費用　計

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

５号議案

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

780,000 ※正会員内訳

93,000 873,000 　第９期会費：６５名

2

0 ※賛助会員内訳

3 　第９期会費：３１名

0

4

60,000 60,000

5

0 0

933,000

Ⅱ

1

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 95,000

旅費交通費 505,000

印刷製本費 310,000

会議費 230,000

通信運搬費 30,000

消耗品費 30,000

その他経費　計 1,200,000

1,200,000

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 24,000

会場使用料 12,000

旅費交通費 16,000

通信運搬費 24,800

消耗品費 3,200

雑費 20,000

その他経費　計 100,000

100,000

1,300,000

-367,000

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

-367,000

3,119,237

2,752,237

その他収益

受取利息

経常収益　計

経常費用

経常外費用

管理費　計

経常費用　計

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

管理費

雑収益

前期正味財産額

固定資産売却損

経常外費用　計

当期正味財産増減額

事業費

事業費　計

正会員受取会費

令和４年度　活動予算書（案）
令和４年６月１日から令和５年５月３１日まで

科目 金額

経常収益

受取会費

事業収益

研修事業収益

賛助会員受取会費

受取寄附金

受取寄附金

受取助成金等

受取民間助成金

総会の様子 



【
分
科
会
報
告
会
】 

【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

浅
野 

周
平
氏 

講
評 

酒
井 

俊
雄
氏  

「
地
方
都
市
に
お
け
る 

自
動
車
保
有
動
機
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
」 

 

地
方
都
市
に
お
け
る
自
動
車
依
存
は
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
の
中

に
は
合
理
的
で
な
い
動
機
で
所
有
す
る
人
も
い
る
。
こ
の
層
が
一

定
数
存
在
す
る
場
合
、
公
共
交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
と
し

て
も
期
待
通
り
の
効
果
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

移
動
外
目
的
保
有
動
機
に
よ
っ
て
自
動
車
を
保
有
し
て
い
る
人

が
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
を
把
握
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
。 

調
査
は
全
国
の
中
核
市
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
八
個
の
自
動
車
の
保
有
動
機
に
対
す
る
重
要
度
の
算
出

や
類
型
化
、
数
量
化
を
行
っ
た
。 

ま
ず
、
自
動
車
保
有
動
機
の
重
要
度
を
算
出
し
た
結
果
、
移
動

目
的
外
保
有
動
機
は
一
定
の
割
合
を
占
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。 

次
に
、
自
動
車
保
有
動
機
の
重
要
度
を
用
い
て
、
類
型
化
を
行

っ
た
結
果
、
五
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
う
ち
二

つ
が
、
移
動
目
的
外
保
有
動
機
の
重
要
度
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
約
十
三
％
が
こ
れ
に
該
当
し
、
移
動
目
的
外
保
有
動
機
に

よ
っ
て
自
動
車
を
保
有
す
る
層
が
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。 

個
人
属
性
と
自
動
車
保
有
動
機
の
重
要
度
の
関
係
を
数
量
化

Ⅰ
類
に
よ
っ
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
移
動
目
的
外
保
有
動
機

に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
、「
自
動
車
に
趣
味
性
を
持
っ
て
い
る
」

で
は
、
子
供
が
い
な
い
世
帯
の
男
性
や
専
業
主
婦
、
「
他
社
か
ら

の
目
が
気
に
な
る
」
で
は
、
子
供
が
い
る
世
帯
の
専
業
主
婦
や
世

帯
収
入
の
低
い
人
、「
特
に
理
由
を
考
え
ず
に
無
意
識
に
」
で
は
、

一
人
暮
ら
し
の
女
性
な
ど
で
あ
る
。 

今
後
は
、
公
共
交
通
施
策
の
効
果
が
大
き
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の

把
握
や
、
自
動
車
保
有
動
機
に
応
じ
た
公
共
交
通
施
策
の
提
案
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

【
地
象
分
科
会
】 

発
表 

梅
田 

祐
一
氏 

講
評 

加
藤 

式
男
氏 

 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 

～
小
浜
市
編
～
」

  

地
象
分
科
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
小
浜
市
を
対
象

と
し
て
、
現
地
調
査
や
文
献
を
通
し
て
地
形
の
特
徴
を
捉

え
、
地
名
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

 

現
地
調
査
に
先
立
ち
、
水
害
の
多
発
し
て
い
る
北
川
周

辺
の
地
形
地
質
と
地
名
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
こ
の
エ
リ

ア
の
地
名
を
調
べ
る
と
、
水
に
ま
つ
わ
る
可
能
性
の
あ
る

も
の
が
多
数
あ
り
、
古
く
か
ら
水
害
を
受
け
や
す
い
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

現
地
調
査
で
は
、
北
川
流
域
の
江
古
川
で
現
地
調
査
を

行
っ
た
。
北
川
下
流
域
の
江
古
川
で
は
治
水
対
策
と
し
て

輪
中
堤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
川
は
土

砂
供
給
力
が
高
く
、
そ
れ
に
対
し
て
江
古
川
の
よ
う
な
小

河
川
が
合
流
す
る
流
域
は
後
背
湿
地
と
呼
ば
れ
浸
水
区

域
と
な
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
は
、
泥
や
腐
敗
土

の
堆
積
に
よ
っ
て
軟
弱
な
地
盤
が
形
成
さ
れ
や
す
い
特

徴
を
持
つ
。 

 

現
在
の
地
形
と
字
名
を
見
る
と
、
太
良
庄
の
北
川
の
北

側
に
は
旧
河
道
と
思
わ
れ
る
蛇
行
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
こ
の

蛇
行
ラ
イ
ン
を
境
に
北
側
は
「
田
」
、
南
側
は
「
原
・
瀬
・

河
」
の
付
く
地
名
が
多
く
、
川
の
存
在
を
用
意
に
想
像
で

き
る
。
古
地
図
を
確
認
す
る
と
、
明
ら
か
に
二
本
の
河
川

が
書
か
れ
て
お
り
、
地
形
と
地
名
を
み
れ
ば
、
こ
の
付
近

が
氾
濫
原
で
あ
る
こ
と
を
把
握
で
き
る
事
例
と
な
っ
た
。

 

江
古
川
の
合
流
点
付
近
は
、
過
去
に
は
水
門
を
設
け
る

計
画
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
霞
提
と
し
て
の
機
能
を
維

持
し
つ
つ
、
輪
中
堤
な
ど
の
個
別
対
策
を
併
用
し
て
流
域

治
水
を
目
指
し
て
い
る
。
北
川
上
流
で
も
、
支
川
流
域
の

最
下
流
の
位
置
で
霞
堤
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
霞
堤

は
、
対
岸
側
に
山
体
が
存
在
す
る
た
め
、
自
然
に
霞
提
と

し
て
の
地
形
が
形
成
さ
れ
、
水
門
を
設
け
ず
、
こ
れ
を
活

用
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。 

【
道
路
交
通
安
全
分
科
会
】 

 
 
 
 
 
 
 

発
表 

横
木 

剛 

氏 

講
評 

脇
本 

幹
雄
氏 

 

「
自
動
運
転
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
社
会
に
お
け
る 

短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」 

 

昨
年
度
は
、
短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
「
ア
シ
ス

ト
」
概
念
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
。
今
年
度
は
よ
り
詳
細
にμ

M

の
体
系
を
捉
え
、
短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
るμ

M

の

活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

 
μ
M

に
つ
い
て
、
現
行
法
に
よ
る
歩
行
・
走
行
空
間
や
速
度
、
都

市
・
郊
外
な
ど
の
場
所
や
環
境
に
よ
る
使
用
局
面
に
つ
い
て
整
理
を

行
い
、
今
回
は
こ
れ
を
も
と
に
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
法
規

制
や
技
術
基
準
、
道
路
区
間
の
再
構
築
に
つ
い
て
、
警
視
庁
や
国
土

交
通
省
で
の
検
討
状
況
を
概
括
し
た
。
道
路
交
通
法
に
よ
る
規
制
に

関
し
て
は
警
察
庁
交
通
局
で
は
「
多
様
な
交
通
主
体
の
交
通
ル
ー
ル

等
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」
を
設
置
し
、
報
告
書
が
策

定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
、
遠
隔
操

作
型
小
型
車
の
新
た
な
交
通
主
体
の
交
通
方
法
等
に
関
す
る
規
定
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
技
術
基
準
に
関
し
て
は
「
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

安
全
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
小
型
低
速
車
の
最

高
速
度
を
時
速
一
五
～
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
に
制
御
す
る
機
能

や
方
向
指
示
器
等
を
義
務
付
け
す
る
等
の
基
準
を
定
め
て
い
る
。
道

路
空
間
の
再
構
築
に
関
し
て
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局
が
「
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
道
路
空
間
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置

し
、
道
路
空
間
の
再
構
築
の
検
討
内
容
や
手
順
、
有
用
な
個
別
施
策

等
の
適
用
の
際
の
メ
リ
ッ
ト
や
留
意
点
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。 

こ
れ
ま
で
及
び
今
回
検
討
し
た
内
容
を
ふ
ま
え
、μ

M

の
活
用
方

策
に
つ
い
て
提
案
し
た
。
元
気
な
前
期
高
齢
者
で
免
許
身
保
有
者
は

自
転
車
の
活
用
、
若
い
世
代
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
高
齢
者
は
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
等
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
や
支
援

度
合
が
高
ま
る
高
齢
者
は
電
動
車
椅
子
等
の
歩
行
支
援μ

M

へ
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
る
と
い
え
る
。 

本
研
究
でμ

M

の
運
用
や
活
用
方
策
等
を
検
討
し
、μ

M

の
活
用

は
、
歩
行
領
域
を
広
め
る
と
い
う
観
点
と
歩
行
の
援
助
装
置
と
し
て

使
用
す
る
と
い
う
観
点
が
あ
る
一
方
で
、μ

M

の
運
用
や
空
間
整
備

面
の
課
題
も
把
握
さ
れ
た
。 



   

 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 
 

一
二
，
〇
〇
〇
円 

賛
助
会
員 

： 
 

三
，
〇
〇
〇
円 

 

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

七
三
〇‐

三‐

二
〇
三
九
六 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、

左
記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 
 

【
財
務
幹
事
】 

〒
九
一
〇-

八
五
八
〇 

福
井
県
福
井
市
大
手 

三―

一
七―

一 

 
 

 
 

福
井
県 

都
市
計
画
課 

 

服
部 

正
秀 

T
EL

 
 

〇
七
七
六‐
二
〇‐

〇
四
九
七 

 
Ma

il
 

m
m

.h
attori.rk@

gm
ail.com

 
 

 

《
退
会
》 

 

正
会
員 

 

藤
井 

浩
都 

 
 

 
 

 
 

張 

然 

賛
助
会
員
か
ら
転
格 

  

令
和
四
年
五
月
三
十
一
日
時
点 

正
会
員 

 
 

六
十
五
名 

賛
助
会
員 

 

三
十
五
名 

合
計 

百
名 

 

☆
入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

地象分科会の報告 交通分科会の報告 

道路交通安全分科会の報告 川上氏による総評 


